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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
共通電極と、
複数本の走査線及び複数本のデータ線と、
前記複数本の走査線と複数本のデータ線により交互に形成されたアレイに配置され、それ
ぞれ前記走査線と前記データ線に対応し、メイン画素電極、サブ画素電極及び電荷コンデ
ンサを備える複数の画素単位と、
その制御端が本画素単位に対応する走査線に接続され、第１端が本画素単位に対応するデ
ータ線に接続され、第２端がそれぞれ前記メイン画素電極とサブ画素電極に接続される第
１スイッチ及び第２スイッチと、
その制御端が走査方向に沿って本画素単位の次の行に位置する画素単位に対応する走査線
に接続され、第１端が前記サブ画素電極に接続され、第２端が前記電荷コンデンサを介し
て前記共通電極に接続され、前記電荷コンデンサの負極性反転駆動期間における容量値が
正極性反転駆動期間における容量値より小さい第３スイッチと、
前記サブ画素電極と走査方向に沿って本画素単位の次の行に位置する画素単位に対応する
走査線との間に接続され、画素単位の正極性反転駆動期間における前記サブ画素電極と前
記共通電極との電圧差と前記メイン画素電極と前記共通電極との電圧差の比の値と、負極
性反転駆動期間における前記サブ画素電極と前記共通電極との電圧差と前記メイン画素電
極と前記共通電極との電圧差の比の値とが等しくなるように、負極性反転駆動期間に前記
電荷コンデンサの容量値を補償する補償コンデンサが配置された補償回路ユニットと、
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を備え、
前記電荷コンデンサは、ＳｉＮ絶縁層とａ－Ｓｉ半導体層を含むことを特徴とするアレイ
基板。
【請求項２】
前記補償回路ユニットは、第４スイッチと第５スイッチ、及び前記補償コンデンサを含み
、前記第４スイッチの制御端は走査方向に沿って本画素単位の次の行に位置する画素単位
に対応する走査線に接続され、第１端は前記補償コンデンサを介して前記共通電極に接続
され、第２端は前記第５スイッチを介して前記サブ画素電極に接続され、前記第５スイッ
チは正極性反転駆動期間に遮断され、負極性反転駆動期間に導通される、
ことを特徴とする請求項１に記載のアレイ基板。
【請求項３】
前記第５スイッチはスイッチングダイオードであり、その正極は前記第４スイッチの第２
端に接続され、負極は前記サブ画素電極に接続されることを特徴とする請求項２に記載の
アレイ基板。
【請求項４】
前記第５スイッチはスイッチングトランジスタであり、そのゲートはドレインと短絡され
た後、前記第４スイッチの第２端に接続され、ソースは前記サブ画素電極に接続されるこ
とを特徴とする請求項２に記載のアレイ基板。
【請求項５】
各前記スイッチはいずれも薄膜トランジスタであることを特徴とする請求項１に記載のア
レイ基板。
【請求項６】
各前記スイッチはいずれも薄膜トランジスタであることを特徴とする請求項２に記載のア
レイ基板。
【請求項７】
アレイ基板、カラーフィルタ基板及び前記アレイ基板とカラーフィルタ基板との間に位置
する液晶層を含む液晶表示パネルであって、
前記アレイ基板は、
共通電極と、
複数本の走査線及び複数本のデータ線と、
前記複数本の走査線と複数本のデータ線により交互に形成されたアレイに配置され、それ
ぞれ前記走査線と前記データ線に対応し、メイン画素電極、サブ画素電極及び電荷コンデ
ンサを備える複数の画素単位と、
その制御端が本画素単位に対応する走査線に接続され、第１端が本画素単位に対応するデ
ータ線に接続され、第２端がそれぞれ前記メイン画素電極とサブ画素電極に接続される第
１スイッチ及び第２スイッチと、
その制御端が走査方向に沿って本画素単位の次の行に位置する画素単位に対応する走査線
に接続され、第１端が前記サブ画素電極に接続され、第２端が前記電荷コンデンサを介し
て前記共通電極に接続され、前記電荷コンデンサの負極性反転駆動期間における容量値が
正極性反転駆動期間における容量値より小さい第３スイッチと、
前記サブ画素電極と走査方向に沿って本画素単位の次の行に位置する画素単位に対応する
走査線との間に接続され、画素単位の正極性反転駆動期間における前記サブ画素電極と前
記共通電極との電圧差と前記メイン画素電極と前記共通電極との電圧差の比の値と、負極
性反転駆動期間における前記サブ画素電極と前記共通電極との電圧差と前記メイン画素電
極と前記共通電極との電圧差の比の値とが等しくなるように、負極性反転駆動期間に前記
電荷コンデンサの容量値を補償する補償コンデンサが配置された補償回路ユニットと、
を備え、
前記電荷コンデンサは、ＳｉＮ絶縁層とａ－Ｓｉ半導体層を含むことを特徴とする液晶表
示パネル。
【請求項８】
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前記補償回路ユニットは、第４スイッチと第５スイッチ、及び前記補償コンデンサを含み
、前記第４スイッチの制御端は走査方向に沿って本画素単位の次の行に位置する画素単位
に対応する走査線に接続され、第１端は前記補償コンデンサを介して前記共通電極に接続
され、第２端は前記第５スイッチを介して前記サブ画素電極に接続され、前記第５スイッ
チは正極性反転駆動期間に遮断され、負極性反転駆動期間に導通されることを特徴とする
請求項７に記載の液晶表示パネル。
【請求項９】
前記第５スイッチはスイッチングダイオードであり、その正極は前記第４スイッチの第２
端に接続され、負極は前記サブ画素電極に接続されることを特徴とする請求項８に記載の
液晶表示パネル。
【請求項１０】
前記第５スイッチはスイッチングトランジスタであり、そのゲートはドレインと短絡され
た後、前記第４スイッチの第２端に接続され、ソースは前記サブ画素電極に接続されるこ
とを特徴とする請求項８に記載の液晶表示パネル。
【請求項１１】
液晶表示パネルの駆動方法であって、
走査駆動回路がそれに接続された走査線を介して走査信号を順次出力することと、
データ駆動回路がそれに接続されたデータ線を介してデータ信号を出力することと、
走査線に走査信号がある場合、該走査線に対応する画素単位におけるメイン画素電極のス
イッチとサブ画素電極のスイッチをオンにすることにより、データ線におけるデータ信号
を対応する画素単位のメイン画素電極とサブ画素電極に伝送させ、さらに、メイン画素電
極とサブ画素電極に同様な電圧を持たせることと、
同時に、データ信号の電圧が共通電極の電圧より大きい場合、さらに該走査線の前の列の
走査線に対応する画素単位における共有スイッチをオンにし、前の列の走査線に対応する
画素単位におけるサブ画素電極の電圧を電荷コンデンサによって、メイン画素電極の電圧
と異なるように変化させ、データ信号の電圧が共通電極の電圧より小さい場合、さらに該
走査線の前の列の走査線に対応する画素単位における共有スイッチと補償スイッチをオン
にし、前の列の走査線に対応する画素単位におけるサブ画素電極の電圧を電荷コンデンサ
と補償コンデンサによって、メイン画素電極の電圧と異なるように変化させることと、を
含み、
データ信号の電圧が共通電極の電圧より大きい期間におけるサブ画素電極と共通電極との
電圧差とメイン画素電極と共通電極との電圧差の比の値と、データ信号の電圧が共通電極
の電圧より小さい期間におけるサブ画素電極と共通電極との電圧差とメイン画素電極と共
通電極との電圧差の比の値は等しく、
前記電荷コンデンサは、ＳｉＮ絶縁層とａ－Ｓｉ半導体層を含むことを特徴とする液晶表
示パネルの駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は液晶表示技術に関し、特にアレイ基板及び液晶表示パネル並びにその駆動方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
近年、薄膜トランジスタ液晶表示パネル（ＴＦＴ　ＬＣＤ）はその優れた性能で市場の主
力製品となっている。薄膜トランジスタ液晶表示パネルは、主にアレイ基板、カラーフィ
ルタ基板及び液晶層により構成される。前記アレイ基板には、配列の形式で複数の薄膜ト
ランジスタ、及び薄膜トランジスタに対応して配置された画素単位（ｐｉｘｅｌ）が配置
されている。薄膜トランジスタは、画素単位を作動するように起動するスイッチ素子とし
て、走査線によって走査駆動回路からの走査信号を受信し、データ線によってデータ駆動
回路からのデータ信号を受信し、走査信号に作用されデータ信号を画素単位に書き込み、
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よって画素単位の液晶分子をデータ信号電圧の作用により該当的に偏向させ、一定の光を
透過させる。ＶＡ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ、垂直整列）型の薄膜トラン
ジスタ液晶表示パネルにとって、色ずれ（ｃｏｌｏｒ　ｓｈｉｆｔ）問題が一般的に存在
している。これは、異なる視野角において、液晶分子の有効屈折率も異なり、よって透過
光強度を変化させるからである。具体的には、斜視角にて透光性が低下することに表現さ
れ、斜視角方向と垂直視野角方向では表現される色が異なり、特に広視野角において明ら
かな色ずれが観察される。従って、低い色ずれを如何に実現するかは液晶表示パネル技術
開発における重要な課題の一つである。現在、主力液晶表示パネルの製造メーカは、一般
的に電荷共有技術を採用して上記問題を解決している。
【０００３】
図１は、電荷共有技術を採用した液晶表示パネルの画素単位の等価回路を示す図である。
それぞれの画素単位の画素電極は、メイン（Ｍａｉｎ）画素電極とサブ（Ｓｕｂ）画素電
極の二つの部分に分けられ、メイン画素電極は薄膜トランジスタＴＦＴ＿Ａにより駆動さ
れ、サブ画素電極は薄膜トランジスタＴＦＴ＿Ｂにより駆動される。同一階調電圧に駆動
され、メイン画素電極とサブ画素電極に対し異なる電圧を印加し、よって両域の合成され
た階調曲線の広視野角と垂直視野角における差を低減させ、視野角の色ずれ問題を改善す
る。具体的には、液晶表示パネルが順次走査駆動を行い、ｎ列目まで走査した時、走査線
Ｇｎにおける走査信号はハイレベルであり、走査線Ｇｎ＋１における走査信号は低レベル
であり、薄膜トランジスタＴＦＴ＿ＡとＴＦＴ＿Ｂは導通され、トランジスタＴＦＴ＿Ｃ
１は遮断され、データ線Ｄａｔａにおけるデータ信号の作用下、メイン画素電極の液晶コ
ンデンサＣｌｃ＿Ａと蓄積コンデンサＣｓｔ＿Ａ、及びサブ画素電極の液晶コンデンサＣ
ｌｃ＿Ｂと蓄積コンデンサＣｓｔ＿Ｂはデータ信号電圧に達するまで充電し始め、よって
メイン画素電極とサブ画素電極の電圧をいずれもデータ信号電圧に達するようにする。ｎ
＋１列目まで走査した時、走査線Ｇｎにおける走査信号は低レベルに、走査線Ｇｎ＋１に
おける走査信号はハイレベルに変わり、薄膜トランジスタＴＦＴ＿ＡとＴＦＴ＿Ｂは遮断
され、トランジスタＴＦＴ＿Ｃ１は導通され、サブ画素電極の電圧は電荷コンデンサＣｓ
１によって変化し始め、よってメイン画素電極の電圧と一定の差が生じ、このような電圧
差によって低い色ずれ効果を実現することができる。上述の方法において、電荷コンデン
サＣｓ１の役割は非常に重要であり、その容量値の大きさはメイン画素電極とサブ画素電
極との電圧差の大きさを決めている。ΔＶ＿Ｂをメイン画素電極と共通電極との電圧差と
し、ΔＶ＿Ａをサブ画素電極と共通電極との電圧差に設定する場合、その比の値は下記の
とおりである。
ΔＶ＿Ｂ／ΔＶ＿Ａ＝（Ｃｓｔ＿Ｂ＋Ｃｌｃ＿Ｂ）／（Ｃｓｔ＿Ｂ＋Ｃｌｃ＿Ｂ＋２Ｃｓ
１）。
【０００４】
　該比の値は設計における極めて重要な変数であり、電荷コンデンサＣｓ１の容量値によ
り決められる。実際の製造工程において、コンデンサＣｓ１の構造は、一般的に図２ａに
示すようなコンデンサ構造である。金属層Ｍ１とＭ２は電荷コンデンサＣｓ１の両極とさ
れ、その間にはＳｉＮ絶縁層とａ－Ｓｉアモルファスシリコン半導体層が設けられている
。金属層Ｍ２は薄膜トランジスタＴＦＴ＿Ｃ１に接続され、金属層Ｍ１は共通電極に接続
されている。このようなコンデンサのＣ－Ｖ特性曲線は図２ｂに示すように、正の半サイ
クル（正極性反転駆動の際）の容量値が負の半サイクル（負極性反転駆動の際）の容量値
より大きいことを特徴とする。色ずれを解決する好ましい手段は、正極性反転駆動の際（
データ信号の電圧が共通電極の電圧より大きい）の比の値と負極性反転駆動の際（データ
信号の電圧が共通電極の電圧より小さい）の比の値を一致するように維持させることであ
る。しかし、コンデンサＣｓ１の正の半サイクルにおける容量値が負の半サイクルにおけ
る容量値より大きいため、正極性反転駆動の際の比の値を負極性反転駆動の際の比の値よ
り小さくし、即ち、正負極性反転駆動の際の比の値は異なる。このような非対称は広視野
角での低い色ずれ効果を低下させ、さらに残像（Ghost）などの現象が生じる恐れがある
。
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【発明の概要】
【０００５】
上記問題に鑑みて、本発明は低い色ずれ効果を向上可能なアレイ基板及び液晶表示パネル
並びにその駆動方法を提供する。
【０００６】
本発明は、
共通電極と、
複数本の走査線及び複数本のデータ線と、
前記複数本の走査線と複数本のデータ線により交互に形成されたアレイに配置され、それ
ぞれ前記走査線と前記データ線に対応し、メイン画素電極、サブ画素電極及び電荷コンデ
ンサを備える複数の画素単位と、
その制御端が本画素単位に対応する走査線に接続され、第１端が本画素単位に対応するデ
ータ線に接続され、第２端がそれぞれ前記メイン画素電極とサブ画素電極に接続される第
１スイッチ及び第２スイッチと、
その制御端が走査方向に沿って本画素単位の次の行に位置する画素単位に対応する走査線
に接続され、第１端が前記サブ画素電極に接続され、第２端が前記電荷コンデンサを介し
て前記共通電極に接続され、前記電荷コンデンサの負極性反転駆動期間における容量値が
正極性反転駆動期間における容量値より小さい第３スイッチと、
前記サブ画素電極と走査方向に沿って本画素単位の次の行に位置する画素単位に対応する
走査線との間に接続され、画素単位の正極性反転駆動期間における前記サブ画素電極と前
記共通電極との電圧差と前記メイン画素電極と前記共通電極との電圧差の比の値と、負極
性反転駆動期間における前記サブ画素電極と前記共通電極との電圧差と前記メイン画素電
極と前記共通電極との電圧差の比の値とが等しくなるように、負極性反転駆動期間に前記
電荷容量の容量値を補償する補償コンデンサが配置された補償回路ユニットと、を備える
アレイ基板を提供する。
【０００７】
本発明の実施例によれば、上記補償回路ユニットは、第４スイッチと第５スイッチ、及び
前記補償コンデンサを含み、前記第４スイッチの制御端は走査方向に沿って本画素単位の
次の行に位置する画素単位に対応する走査線に接続され、第１端は前記補償コンデンサを
介して前記共通電極に接続され、第２端は前記第５スイッチを介して前記サブ画素電極に
接続され、前記第５スイッチは正極性反転駆動期間に遮断され、負極性反転駆動期間に導
通される。
【０００８】
本発明の一実施例によれば、上記第５スイッチはスイッチングダイオードであってもよく
、その正極は前記第４スイッチの第２端に接続され、負極は前記サブ画素電極に接続され
る。
【０００９】
本発明のもう一つの実施例によれば、上記第５スイッチはスイッチングトランジスタであ
ってもよく、そのゲートはドレインと短絡された後、前記第４スイッチの第２端に接続さ
れ、ソースは前記サブ画素電極に接続される。
【００１０】
本発明の実施例によれば、上記各スイッチはいずれも薄膜トランジスタである。
【００１１】
また、本発明は、さらにアレイ基板、カラーフィルタ基板及び前記アレイ基板とカラーフ
ィルタ基板との間に位置する液晶層を含む液晶表示パネルを提供し、前記アレイ基板は、
共通電極と、
複数本の走査線及び複数本のデータ線と、
前記複数本の走査線と複数本のデータ線により交互に形成されたアレイに配置され、それ
ぞれ前記走査線と前記データ線に対応し、メイン画素電極、サブ画素電極及び電荷コンデ
ンサを備える複数の画素単位と、
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その制御端が本画素単位に対応する走査線に接続され、第１端が本画素単位に対応するデ
ータ線に接続され、第２端がそれぞれ前記メイン画素電極とサブ画素電極に接続される第
１スイッチ及び第２スイッチと、
その制御端が走査方向に沿って本画素単位の次の行に位置する画素単位に対応する走査線
に接続され、第１端が前記サブ画素電極に接続され、第２端が前記電荷コンデンサを介し
て前記共通電極に接続され、前記電荷コンデンサの負極性反転駆動期間における容量値が
正極性反転駆動期間における容量値より小さい第３スイッチと、
前記サブ画素電極と走査方向に沿って本画素単位の次の行に位置する画素単位に対応する
走査線との間に接続され、画素単位の正極性反転駆動期間における前記サブ画素電極と前
記共通電極との電圧差と前記メイン画素電極と前記共通電極との電圧差の比の値と、負極
性反転駆動期間における前記サブ画素電極と前記共通電極との電圧差と前記メイン画素電
極と前記共通電極との電圧差の比の値とが等しくなるように、負極性反転駆動期間に前記
電荷コンデンサの容量値を補償する補償コンデンサが配置された補償回路ユニットと、を
備えるアレイ基板を提供する。
【００１２】
また、本発明の実施例によれば、上記補償回路ユニットは、第４スイッチと第５スイッチ
、及び前記補償コンデンサを含み、前記第４スイッチの制御端は走査方向に沿って本画素
単位の次の行に位置する画素単位に対応する走査線に接続され、第１端は前記補償コンデ
ンサを介して前記共通電極に接続され、第２端は前記第５スイッチを介して前記サブ画素
電極に接続され、前記第５スイッチは正極性反転駆動期間に遮断され、負極性反転駆動期
間に導通される。
【００１３】
本発明の一実施例によれば、上記第５スイッチはスイッチングダイオードであってもよく
、その正極は前記第４スイッチの第２端に接続され、負極は前記サブ画素電極に接続され
る。
【００１４】
　本発明のもう一つの実施例によれば、上記第５スイッチはスイッチングトランジスタで
あってもよく、そのゲートはドレインと短絡された後、前記第４スイッチの第２端に接続
され、ソースは前記サブ画素電極に接続される。
【００１５】
また、本発明は、さらに、
走査駆動回路がそれに接続された走査線を介して走査信号を順次出力することと、
データ駆動回路がそれに接続されたデータ線を介してデータ信号を出力することと、
走査線に走査信号がある場合、該走査線に対応する画素単位におけるメイン画素電極のス
イッチとサブ画素電極のスイッチをオンにすることにより、データ線におけるデータ信号
を対応する画素単位のメイン画素電極とサブ画素電極に伝送させ、さらに、メイン画素電
極とサブ画素電極に同様な電圧を持たせることと、
同時に、データ信号の電圧が共通電極の電圧より大きい場合、さらに該走査線の前の列の
走査線に対応する画素単位における共有スイッチをオンにし、前の列の走査線に対応する
画素単位におけるサブ画素電極の電圧を電荷コンデンサによってメイン画素電極の電圧と
異なるように変化させ、データ信号の電圧が共通電極の電圧より小さい場合、さらに該走
査線の前の列の走査線に対応する画素単位における共有スイッチと補償スイッチをオンに
し、前の列の走査線に対応する画素単位におけるサブ画素電極の電圧を電荷コンデンサと
補償コンデンサによってメイン画素電極の電圧と異なるように変化させることと、を含む
液晶表示パネルの駆動方法を提供し、データ信号の電圧が共通電極の電圧より大きい期間
におけるサブ画素電極と共通電極との電圧差とメイン画素電極と共通電極との電圧差の比
の値と、データ信号の電圧が共通電極の電圧より大きい期間におけるサブ画素電極と共通
電極との電圧差とメイン画素電極と共通電極との電圧差の比の値は等しい。
【００１６】
　従来技術と比べて、本発明はアレイ基板の各画素単位に補償コンデンサを含む補償回路



(7) JP 6388657 B2 2018.9.12

10

20

30

40

50

ユニットを増設することにより、データ信号の電圧が共通電極の電圧より小さい負の半サ
イクル期間に、画素単位のサブ画素電極に作用して、電荷コンデンサＣｓ１が負の半サイ
クル期間に正の半サイクル期間に対して小さい容量値を効果的に補償し、正極性反転駆動
期間におけるサブ画素電極と共通電極との電圧差とメイン画素電極と共通電極との電圧差
の比の値と、負極性反転駆動期間におけるサブ画素電極と共通電極との電圧差とメイン画
素電極と共通電極との電圧差の比の値とを等しくし、低い色ずれ効果を向上する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】従来技術において電荷共有技術を採用した画素単位の等価回路を示す図である。
【図２ａ】従来技術における電荷コンデンサの構造を示す図である。
【図２ｂ】図２ａに示す電荷コンデンサの動作特性曲線を示す図である。
【図３】本発明の一実施例によるアレイパネルの構成を示す図である。
【図４】本発明の一実施例による画素単位の等価回路を示す図である。
【図５ａ】図４に示す画素単位の正の半サイクルにおける等価回路を示す図である。
【図５ｂ】図４に示す画素単位の負の半サイクルにおける等価回路を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　なお、図面は本発明に対する更なる理解を深めるために提供され、明細書の一部を構成
し、本発明の実施例とともに本発明を解析するのに用いられ、本発明を限定するものでは
ない。
【００１９】
本発明は、電荷共有技術を採用した液晶表示パネルにおける画素単位に対し補償回路ユニ
ットを増設し、画素単位のサブ画素電極に作用することにより、画素単位の正極性反転駆
動の際のメイン画素電極と共通電極との電圧差とサブ画素電極と共通電極との電圧差の比
の値と、負極性反転駆動の際のメイン画素電極と共通電極との電圧差とサブ画素電極と共
通電極との電圧差の比の値とを等しくすることを目的とする。
【００２０】
本発明の目的、技術的解決手段と利点がより明らかであるように、以下、具体的な実施例
と図面に合わせて本発明に対しさらに詳細に説明する。
【００２１】
図３は本発明の一実施例によるアレイ基板の局部を示す図である。該アレイ基板は、画像
表示領域１００、走査駆動回路２００及びデータ駆動回路３００を備える。画像表示領域
１００は、複数本の走査線と複数本のデータ線が交互に配置されてなる画素配列、及び複
数のアレイ素子とする画素単位１１０を備える。各画素単位１１０は構造が同様であり、
メイン（Ｍａｉｎ）画素電極とサブ（Ｓｕｂ）画素電極に分けられる画素電極、及び電荷
を共有するための電荷コンデンサＣｓを含む。以下、画素単位Ｐｎを例として、画素単位
の回路接続を詳細に説明する。
【００２２】
図４に示すように、画素単位Ｐｎのメイン画素電極には、第１端がデータ線Ｄａｔａに接
続され、第２端がメイン画素電極に接続され、制御端が走査線Ｇｎに接続される第１スイ
ッチＴＦＴ＿Ａが配置されている。制御端が走査線Ｇｎを介して走査駆動回路２００から
出力された走査信号を受信した時、第１スイッチＴＦＴ＿Ａの第１端は第２端と導通され
、データ線Ｄａｔａを介して受信したデータ駆動回路２００から出力されたデータ信号を
メイン画素電極に伝送する。一方、メイン画素電極と共通電極の間に結合されて形成され
たメイン領域の液晶コンデンサＣｌｃ＿Ａと蓄積コンデンサＣｓｔ＿Ａは、データ信号の
作用下充電を開始し、よってメイン画素電極に一定のメイン電圧を持たせ保持させる。
【００２３】
画素単位Ｐｎのサブ画素電極には、第１端がデータ線Ｄａｔａに接続され、第２端がサブ
画素電極に接続され、制御端が走査線Ｇｎに接続される第２スイッチＴＦＴ＿Ｂが配置さ
れている。制御端が走査線Ｇｎを介して走査駆動回路２００から出力された走査信号を受
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信した時、第２スイッチＴＦＴ＿Ｂの第１端は第２端と導通され、データ線Ｄａｔａを介
して受信したデータ駆動回路２００から出力されたデータ信号をサブ画素電極に伝送する
。一方、サブ画素電極と共通電極の間に結合されて形成されたサブ領域の液晶コンデンサ
Ｃｌｃ＿Ａと蓄積コンデンサＣｓｔ＿Ａは、データ信号の作用下充電を開始し、よってサ
ブ画素電極に一定のサブ電圧を持たせ保持させる。
【００２４】
また、画素単位Ｐｎのサブ画素電極には、さらに第３スイッチＴＦＴ＿Ｃ１と電荷コンデ
ンサＣｓ１が配置され、第３スイッチＴＦＴ＿Ｃ１の制御端は走査線Ｇｎ＋１に接続され
、第１端はサブ画素電極に接続され、第２端は電荷コンデンサＣｓ１の一電極に接続され
、電荷コンデンサＣｓ１の別の電極は共通電極に接続される。
【００２５】
上述のように、低い色ずれ効果を獲得するために、本発明はさらにサブ画素電極のために
補償回路ユニットを増設している。該補償回路ユニットは、第４スイッチＴＦＴ＿Ｃ２と
第５スイッチＴＦＴ＿Ｃ３、及び補償コンデンサＣｓ２を備える。
【００２６】
第４スイッチＴＦＴ＿Ｃ２の制御端は走査線Ｇｎ＋１に接続され、第１端は補償コンデン
サＣｓ２を介して共通電極に接続し、第２端は第５スイッチＴＦＴ＿Ｃ３を介してサブ画
素電極に接続される。第５スイッチＴＦＴ＿Ｃ３は、正極性反転駆動の際にサブ画素電極
と第４スイッチＴＦＴ＿Ｃ２の接続を遮断し、負極性反転駆動の際にサブ画素電極と第４
ＴＦＴ＿Ｃ２の間の接続を連通させる機能を有する。
【００２７】
上記各スイッチＴＦＴ＿Ａ、ＴＦＴ＿Ｂ、ＴＦＴ＿Ｃ１、ＴＦＴ＿Ｃ２及びＴＦＴ＿Ｃ３
は、薄膜トランジスタにより製造され、各スイッチの制御端は薄膜トランジスタのゲート
であり、第１端は薄膜トランジスタのソース、第２端は薄膜トランジスタのドレインであ
ることが好ましい。第５スイッチＴＦＴ＿Ｃ３のゲートはドレインと短絡される。その他
の実施形態において、各スイッチはトライオード、ダーリントン等であってもよく、ここ
では限定されない。
【００２８】
以下、正の半サイクル期間と負の半サイクル期間における画素電極の各領域における回路
の駆動状況及び画素電極の各領域における電圧の変化状況に対して詳細に説明する。
【００２９】
図５ａに示すように、正極性反転駆動（すなわち、正の半サイクル）期間に、データ信号
の電圧レベルは共通電極の電圧レベルより高く、液晶表示パネルは走査方向に沿って走査
線へ走査信号を順次入力する。走査線Ｇｎまで走査した時、走査線Ｇｎにおける走査信号
はハイレベルであり、走査線Ｇｎ＋１における走査信号は低レベルであり、第１スイッチ
ＴＦＴ＿Ａと第２スイッチＴＦＴ＿Ｂは導通され、第３スイッチＴＦＴ＿Ｃ１は遮断され
、データ線Ｄａｔａにおけるデータ信号を第１スイッチＴＦＴ＿Ａと第２スイッチＴＦＴ
＿Ｂを介してそれぞれ対応する画素単位のメイン画素電極とサブ画素電極に伝送させる。
メイン画素電極と共通電極が結合してなる液晶コンデンサＣｌｃ＿Ａと蓄積コンデンサＣ
ｓｔ＿Ａ、及びサブ画素電極と共通電極が結合してなる液晶コンデンサＣｌｃ＿Ｂと蓄積
コンデンサＣｓｔ＿Ｂは、それぞれデータ信号の作用下充電され、さらに、メイン画素電
極とサブ画素電極に同様なデータ電圧を持たせ維持させる（該データ電圧は共通電極の電
圧より高い）。その後、走査線Ｇｎの次の列、即ち走査線Ｇｎ＋１まで走査した時、走査
線Ｇｎにおける走査信号は低レベル、走査線Ｇｎ＋１における走査信号はハイレベルであ
り、第１スイッチＴＦＴ＿Ａと第２スイッチＴＦＴ＿Ｂは遮断され、第３スイッチＴＦＴ
＿Ｃ１と第４スイッチＴＦＴ＿Ｃ２は導通されるとともに、正極性反転駆動期間に、サブ
画素電極のデータ電圧が共通電極の電圧より高いため、第５スイッチＴＦＴ＿Ｃ３は遮断
される。この時、サブ画素電極は、第３スイッチＴＦＴ＿Ｃ１と電荷コンデンサＣｓ１の
みにより共通電極に対する電流通路を形成する。サブ画素電極における電圧は電荷コンデ
ンサＣｓ１との電荷共有により変化されるため、メイン画素電極における電圧と異なり、
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よって広視野角色ずれを低減する技術的効果を実現する。
【００３０】
図５ｂに示すように、負極性反転駆動（すなわち、負の半サイクル）期間に、データ信号
の電圧レベルは共通電極の電圧レベルより低く、液晶表示パネルは走査方向に沿って走査
線へ走査信号を順次入力する。走査線Ｇｎまで走査した時、走査線Ｇｎにおける走査信号
はハイレベルであり、走査線Ｇｎ＋１における走査信号は低レベルであり、第１スイッチ
ＴＦＴ＿Ａと第２スイッチＴＦＴ＿Ｂは導通され、第３スイッチＴＦＴ＿Ｃ１は遮断され
、データ線Ｄａｔａにおけるデータ信号を第１スイッチＴＦＴ＿Ａと第２スイッチＴＦＴ
＿Ｂを介してそれぞれ対応する画素単位のメイン画素電極とサブ画素電極に伝送させる。
メイン画素電極と共通電極が結合してなる液晶コンデンサＣｌｃ＿Ａと蓄積コンデンサＣ
ｓｔ＿Ａ、及びサブ画素電極と共通電極が結合してなる液晶コンデンサＣｌｃ＿Ｂと蓄積
コンデンサＣｓｔ＿Ｂは、それぞれデータ信号の作用下充電され、さらに、メイン画素電
極とサブ画素電極に同様なデータ電圧を持たせ維持させる（データ電圧は共通電極の電圧
より低い）。その後、走査線Ｇｎの次の列、即ち走査線Ｇｎ＋１まで走査した時、走査線
Ｇｎにおける走査信号は低レベル、走査線Ｇｎ＋１における走査信号はハイレベルであり
、第１スイッチＴＦＴ＿Ａと第２スイッチＴＦＴ＿Ｂは遮断され、第３スイッチＴＦＴ＿
Ｃ１と第４スイッチＴＦＴ＿Ｃ２は導通されるとともに、負極性反転駆動期間に、サブ画
素電極のデータ電圧が共通電極の電圧より低いため、第５スイッチＴＦＴ＿Ｃ３は導通さ
れる。この時、サブ画素電極は第３スイッチＴＦＴ＿Ｃ１と電荷コンデンサＣｓ１により
共通電極に対する電流通路を形成するだけでなく、第４スイッチＴＦＴ＿Ｃ３、第５スイ
ッチＴＦＴ＿Ｃ２と補償コンデンサＣｓ２により共通電極に対するもう一つの電流通路を
形成する。サブ画素電極における電圧は電荷コンデンサＣｓ１及び補償コンデンサＣｓ２
との電荷共有により変化されるため、メイン画素電極における電圧と異なり、よって広視
野角色ずれを低減する技術的効果を実現する。
【００３１】
このように、正極性反転駆動期間又は負極性反転駆動期間に関わらず、画素単位における
メイン画素電極とサブ画素電極の間には一定の電圧差が生じ、広視野角色ずれを低減する
技術的効果を実現することができる。また、上記から分かるように、電荷コンデンサＣｓ
１の負極性反転駆動期間における容量値は正極性反転駆動期間における容量値より小さく
、そのため、負極性反転駆動期間に、補償コンデンサＣｓ２を導入して電荷コンデンサＣ
ｓ１の負極性反転駆動期間における小さい容量値を補償し、電荷コンデンサの正極性反転
駆動期間における容量値非対称問題の広視野角色ずれを低減するのに与える悪影響を解消
することができ、色ずれ現象を効果的に低下させる。
【００３２】
また、本発明は、さらに、
上記アレイ基板、カラーフィルタ基板及びアレイ基板とカラーフィルタ基板の間に位置す
る液晶層を備える液晶表示パネルを提供する。
【００３３】
本発明は、さらに、
走査駆動回路がそれに接続された走査線を介して走査信号を順次出力することと、
データ駆動回路がそれに接続されたデータ線を介してデータ信号を出力することと、
走査線に走査信号がある場合、該走査線に対応する画素単位におけるメイン画素電極のス
イッチ（実施例における画素単位の第１スイッチ）とサブ画素電極のスイッチ（実施例に
おける画素単位の第２スイッチ）をオンにすることにより、データ線におけるデータ信号
を対応する画素単位のメイン画素電極とサブ画素電極に伝送させ、さらに、メイン画素電
極とサブ画素電極に同様な電圧を持たせることと、
同時に、データ信号の電圧が共通電極の電圧より大きい場合（即ち、正の半サイクル）、
さらに該走査線の前の列の走査線に対応する画素単位における共有スイッチをオンにし（
本発明の実施例における画素単位の第３スイッチ）、前の列の走査線に対応する画素単位
におけるサブ画素電極の電圧を電荷コンデンサによって、メイン画素電極の電圧と異なる
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ように変化させ、データ信号の電圧が共通電極の電圧より小さい場合（即ち、負の半サイ
クル）、さらに該走査線の前の列の走査線に対応する画素単位における共有スイッチ（本
発明の実施例における画素単位の第３スイッチ）と補償スイッチ（本発明の実施例におけ
る第４スイッチと第５スイッチ）をオンにし、前の列の走査線に対応する画素単位におけ
るサブ画素電極の電圧を電荷コンデンサと補償コンデンサによって、メイン画素電極の電
圧と異なるように変化させることと、を含む液晶表示パネルの駆動方法を提供し、データ
信号の電圧が共通電極の電圧より大きい期間におけるサブ画素電極と共通電極との電圧差
とメイン画素電極と共通電極との電圧差の比の値と、データ信号の電圧が共通電極の電圧
より大きい期間におけるサブ画素電極と共通電極との電圧差とメイン画素電極と共通電極
との電圧差の比の値が等しいため、低い色ずれの効果が得られる。
【００３４】
上述の説明は、本発明の好適な具体的実施形態に過ぎず、本発明の保護範囲を限定するも
のではなく、いかなる当業者であっても、本発明に開示された技術範囲内で、変形又は置
換を容易に想到でき、いずれも本発明の保護範囲に属するべきである。従って、本発明の
保護範囲は請求項の保護範囲に準ずるべきである。

【図１】

【図２ａ】

【図２ｂ】

【図３】
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